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論文内容の要旨

高齢化社会の進展に伴い，近年，痴呆性老人を取り巻く諸問題が，社会的に注目されつつある。痴呆性老人には，

一般の健常老人と異なる行動特性がみられるために， 日常生活の自立が困難になったり，介助が必要とされる場合が

多く，それらの行動特性に対応した建築計画や生活空間条件の整備が必要とされている。

本研究では，痴呆性老人の行動特性を把握しそれに対応した生活空間条件のあり方を明らかにしようとしている。

まず\第一部(第 2 章~第 5 章)では，痴呆性老人の空間における探索行動特性に注目して，経路探索行動と視覚情

報探索行動の実験的研究を行い，これらの諸特性を明らかにしているとともに，残存機能による自立性を維持しうる

空間条件を検討している。次に，第二部(第 6 章~第 8 章)では，在宅および老人施設における痴呆性老人の行動特

性と生活空間条件との対応関係について，実証的に把握し生活の質を向上させる建築計画上の知見を得ている。

本研究は 9 章からなる。

第 1 章は序論であり，本研究の背景，目的，痴呆の概念，意義，方法を論じ，本研究と既往研究の関係を整理して

いる。

第 2 章では，建物内で経路探索歩行実験を行い，建築空間条件と歩行行動との関係，および目的地への到達状況を

痴呆程度別に検討している。

第 3 章では，視空間における痴呆性老人の探索行動特性を検討するために，アイカメラ法による実験を行い，基本

的な静止図形と移動図形に対する注視傾向について，健常者および精神薄弱者と比較分析している。

第 4 章では，前章にヲ!き続き，歩行時の経路探索を表象化した動的な誘導情報を提示して，痴呆性老人が注視を生

起しやすい誘導情報について検討している。

第 5 章では，前章の発展として，アイカメラを装着した痴呆性老人が，実際に屋内空間で目的地に探索歩行し経

路途中の誘導情報への注視傾向を検討している。

第 6 章では，痴呆性老人の住宅実態調査，在宅介護者への面接アンケート調査を行い，歩行自立度と問題行動との

関係，日常生活行動と住宅空間条件との関係なと、についての検討を行っているD



第 7 章では，全国の老人ホーム33施設での実地調査ならびに管理・介護責任者への面接アンケート調査を行い，痴

呆性老人の問題行動特性と建築・設備の対応状況についての実態を分析している。

第 8 章では，老人ホームにおいて，老人の日常生活行動に関する24日寺間の定点観察調査，痴呆性老人の昼間の行動

追跡観察の事例調査，ならび、に夜間の共用便所の使われ方調査を行い， 日常生活行動と施設空間条件との関連を検討

している。

第 9 章は結論であり，本研究の要約を行った上で，痴呆性老人の行動特性に応じた建築計画条件のあり方を整理し

ている。

論文審査の結果の要旨

本研究は，高齢化社会において重要性を増すとみられる痴呆性老人の住生活空間条件をより深く把握するため，そ

の経路探索行動ならびに問題行動実態を追跡して行動特性を明らかにしその知見に基づいて空間計画要件を指摘し

たもので，その成果は次のとおりである。

(1)既往の痴呆性老人研究を特に行動一環境系分野において検索し痴呆概念を整理するとともに研究の背景を明ら

かにしている。

(2) 屋内の経路探索歩行行動について目標地への直線歩行実験，自室と便所への歩行実験，上下方向移動あるいは分

岐経路歩行実験を行い，経路認識の俳個的行動実態，サイン無視の直線的歩行傾向等の基礎的行動モデルを得てい

る。

(3) 経路探索の基礎行動となる視覚情報への対応について，アイカメラを使用した実験的研究を，痴呆性老人，精神

薄弱者，健常者の 3 グループを被験者として実施し比較データを得ている。その結果，まず図形特質に対する視

覚反応において，痴呆性老人が一点注視，画像中心部注視，狭域注視を，また点滅図形における黄・赤反応を特性

として示すことを明らかにしている。次に移動情報に対する視覚反応においては，速度対応の劣性，中央部発現へ

の固着傾向，重度痴呆性老人における周辺部拡散傾向等を明らかにしている。さらに実際の屋内空間行動において，

痴呆性老人の誘導情報に対する反応の微弱性(関心の離散傾向)，低位置情報への反応傾向，移動矢印の誘導効果

の高さ等を明らかにしている。

(4) 一般住宅，長期居住施設(老人ホーム，病院など)について生活実態調査，定点観察調査，行動追跡調査，介護

者間度調査等を複合的に実施している。その結果，問題行動として外出意図，俳個行動ならびに失見当識に基づく

夫禁行動に関する空間対応の重要性と，それら問題行動を誘発するトリガーとなる可能性を示唆する一定の空間条

件を得ている。また，施設における一般老人と痴呆性老人の生活分離( 5 類型)が，経験的に処遇対応手法と複合

した仕組みをもって行われている実態，ならびにそれがもたらす問題行動回避への効果について一定の知見を得て

いる。

(5) 以上の結果に基づいて，問題行動に対応するための処遇目標と建築計画上の課題について整理しその計画的処

置の組織的メニューを示している。

以上のように本論文は，痴呆性老人の住生活空間条件の把握とその計画対応について重要な知見を導いたものであ

り，建築計画学に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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